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学 位 論 文 要 旨 
 
   Expression and immunolocalization of aquaporin-6 (Aqp6) in the rat inner ear 




















直ちに内耳を摘出し、4％PFA＋PBSで4℃、一晩固定した。0.12 M EDTAで脱灰後にTissure Tekに包
埋し、クライオスタットで薄切(7 μm)した。10％正常ヤギ血清で保温後、一次抗体で4℃、一晩放




























 結 論 
RT-PCRによりラット内耳におけるAqp6のmRNAの発現を確認するとともに、免疫組織化学的手法に
より、そのタンパク質が細胞内小胞に局在することを明らかにした。 
